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厳しい寒さの中を堂 と々行進！
平成25年町消防出初式
１月４日に行った、新春を飾る恒例行事、「町消防出初式」。
日ごろ火災や災害から地域を守るために活動されている
消防団員の皆さんが、朝市通りや中央線などを堂 と々行進
しました。（関連記事は11㌻に掲載）

今月のひとコマ
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◆
投
票
で
き
る
方

平
成
５
年
２
月
18
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
平
成
24
年
11
月
11
日
以
前
か
ら
引
き
続

い
て
五
城
目
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
。

※
た
だ
し
次
の
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

公
民
権
停
止
中
の
方

・
日
本
国
籍
が
無
い
方

◆
投　

票　

日

　

２
月
17
日
㈰

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※ 

馬
場
目
第
３
、
富
津
内
第
２
投
票
区
の
投

票
時
間
は
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

※ 

２
月
２
日
㈯
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出
を

さ
れ
た
方
は
、
転
居
前
の
投
票
区
で
投
票

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
告
示
日
及
び
立
候
補
届
出
日

　

２
月
12
日
㈫

・ 

立
候
補
届
出
の
時
間
と
受
付
場
所

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時

　
　
　

役
場
２
階　

正
庁

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

役
場
３
階　

選
挙
管
理
委
員
会
室

◆
開

票

　

開
票
は
、
２
月
17
日
㈰
午
後
８
時
か
ら
、

役
場
２
階
正
庁
で
行
い
ま
す
。

※ 

一
般
の
参
観
席
は
、
先
着
40
人
ま
で
。
参

観
の
受
け
付
け
は
、
午
後
７
時
か
ら
、
役

場
１
階
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
す
。

◆
入

場

券

告
示
日
以
前
に
、
郵
便
に
よ
り
配
達
さ
れ

る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
町

外
へ
転
出
さ
れ
た
方
な
ど
は
、
選
挙
権
を
失

い
ま
す
。

町
長
選
挙
の
投
票
日
は

２
月
17
日
㈰
で
す

任
期
満
了
に
伴
う
五
城
目
町
長
選
挙
を

２
月
17
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

将
来
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
、
よ
り
良
い
く
ら
し
の
実
現
に

皆
さ
ん
の
願
い
を
込
め
た
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

投 票 所 一 覧 〔投票時間：午前７時～午後７時　　　　　　※馬場目第３・富津内第２投票区は午後６時まで〕
五
城
目

第

１

広
ケ
野
・
希
望
ケ
丘
・
田
町

今
町
・
築
地
町
・
上
田
町

下
山
内

五
城
目
幼
稚
園
・

保
育
園
ゆ
う
ぎ
室

（
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
）

五
城
目

第

２

畑
町
・
新
畑
町
・
東
磯
ノ
目

西
磯
ノ
目
・
矢
場
崎

字
七
倉
16
番
地
19
と
16
番
地
21

役
場
庁
舎

１
階

町

民

談

話

室

五
城
目

第

３

御
蔵
町
・
新
町
・
一
番
町

古
川
町
・
紀
久
栄
町
・
小
池
町

川
原
町
・
長
町
・
仲
町
・
米
沢
町

五

城

館

多

目

的

ホ

ー
ル

五
城
目

第

４

下
高
崎
・
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

久
保
・
新
里
町

馬
川
交
流
セ
ン
タ
ー

五
城
目

第

５

昭
辰
町
・
雀
舘
・
舘
町
・
中
川
原

上
樋
口
（
上
）
・
上
樋
口
（
下
）

樋
口
・
岩
城
町

老
人
ホ
ー
ム
・
広
青
苑

町

民

セ
ン
タ

ー

馬
場
目

第

１

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

小
野
台

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

多

目

的

ホ

ー
ル

馬
場
目

第

２

寺
庭
・
中
村
・
平
ノ
下
・
水
沢

中

村

公

民

館

馬
場
目

第

３

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

杉
沢
交
流
セ
ン
タ
ー

友
　

愛
　

館

富
津
内

第

１

上
山
内
・
富
田
・
八
田

台
御
蔵
下
・
黒
土
・
小
倉

富
津
内
地
区
公
民
館

研

修

室

富
津
内

第

２

脇
乙
・
落
合
・
高
千
・
北
北
口

中

津

又

地

区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

川

湯
ノ
又
・
小
川
口
・
浅
見
内

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

大

川

第

１

大
川
・
下
樋
口
・
曙
町

大
川
多
目
的
集
会
所

大

川

第

２

石
崎
・
西
野
・
谷
地
中

西

野

公

民

館

森

山

野
田
・
岡
本
・
浦
横
町

森
山
地
区
公
民
館

集

会

室
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お
問
い
合
わ
せ　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
８
５
２
・
５
３
１
８
）

ご
自
宅
へ
届
い
て
い
な
い
方
、
選
挙
権
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
、

投
票
時
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
見

込
み
の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・ 

期
間　

 

２
月
13
日
㈬
か
ら
16
日
㈯
ま
で
の

４
日
間

・ 

時
間　

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

・ 

場
所　

役
場
３
階　

会
議
室

※
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

２
月
12
日
㈫
は
告
示
日
で
す
が
、
期
日
前

投
票
も
不
在
者
投
票
も
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お 

願
い　

投
票
日
当
日
の
投
票
所
は
、
既
存

の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
車
イ
ス

用
の
記
載
台
は
備
え
て
い
ま
せ
ん
。
車
イ

ス
を
ご
利
用
の
方
は
、
期
日
前
投
票
を
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
役
場

正
面
に
駐
車
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利

用
の
う
え
、
３
階
会
議
室
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
２
月
13

日
㈬
か
ら
16
日
㈯
ま
で
の
４
日
間
で
す
。

期
間
が
短
い
た
め
、
選
挙
期
日
間
近
に
請

求
の
あ
っ
た
投
票
用
紙
は
、
そ
の
投
票
を
受

理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
早
め

に
連
絡
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

❶
指
定
の
病
院
や
施
設
に
入
院（
所
）中
の
方

　

 　

指
定
施
設
内
で
投
票
で
き
ま
す
。
早
め

に
施
設
等
の
職
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

❷
投
票
日
当
日
、
町
外
に
滞
在
中
の
方

　

 　

滞
在
地
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
で
き
ま
す
。
早
め
に
五
城
目
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１月４日から７日にかけて秋田市立体育館で行われた「県ミニ
バスケットボール交歓大会兼県スポーツ少年団大会」で、五城目
男子ミニバススポ少が準優勝を果たし、東北ブロック交歓大会出
場の切符を手にしました。
なお、東北ブロック交歓大会は、３月９日㈯、10日㈰に青森
市で開催される予定です。

がんばれ！ 五城目男子ミニバススポ少

県大会で準優勝　東北大会出場へ

２月下旬にスウェーデンのオレボロで行
われる卓球の国際大会「2013サフィール国
際オープン」へ、佐々木雄野さん（駒澤大
学１年・五一中卓球部出身）が出場します。
佐々木さんは平成21年に五一中を卒業し、

鶴岡東高校（山形県）を経て駒沢大学に入学。
同大学の卓球部でも活躍中で、大会には関
東学生卓球連盟代表選
手団の一員として派遣
されます。
佐々木さん、がんばっ

てください。

世界へ向かって羽ばたけ！

佐々木雄野さんが
卓球国際大会へ出場

平成24年度
明るい選挙啓発ポスターコンクール

県審査入選作品
（馬場目小２年　石井幸一郎さん）
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▲

あったか鍋コーナー
　　【いずれも売り切れまで】

　❶ 「だ ま こ 鍋」 ････････････････ （午前10時～）
　　　400円／五城目名物だまこ鍋【200食】

　❷ 「桶　そ　ば」 ････････････････ （午前10時～）
　　　400円／マイタケの天ぷら入り【150食】

　❸ 「タ　ラ　鍋」 ････････････････ （午前10時～）
　　　100円／ 旬のタラがたっぷり【200食】

　❹ 「きゃのこ汁」 ････････････ （午前９時30分～）
　　　100円／ 山菜やきのこがいっぱい【200食】

冬の寒さを吹き飛ばす！

冬の朝市　あったか鍋まつり
日 時 ２月10日㈰　午前９時～正午

朝市通り※マップの数字がある場所で行われます。場 所

朝市通り（下タ町通り）

五
城
目　

郵
便
局
〒

朝市
ふれあい館

（トイレ・休憩）

和
田
様
宅
■

秋
田　
　
　

信
用
金
庫
■

長
源
■

福
禄
寿
酒
造■

■
あ
っ
た
か
小
町

■
ミ
ニ
雪
ま
つ
り

　
　
　

特
設
会
場

武
石
輪
店
■

■
髙
性
寺

朝
市
駐
車
場

■Ｐ 国
道
２
８
５
号
線

■消
防
署

上　町　通　り

■
秋
田
銀
行

中　
　

央　
　

線

会場案内マップ

▲

協賛イベント

　❺ 「町物産展示即売会」 ･･･････････ （午前９時～）
　　　町物産品即売・抹茶の無料提供【町物産協会ほか】

　❻ 「商工会コーナー」 ･････････････ （午前９時～）
　　　新商品発表会・だまコロ弁当販売【湖東３町商工会】

　 ❼「酒　蔵　開　放」 ･････････････ （午前９時～）
　　　酒蔵の見学や新酒の試飲・販売など【福禄寿酒造㈱】

　❽ 「もちつきコーナー」 ･･････････ （午前11時～）
　　　もちつきの実演と無料提供【㈱あったか五城目】

❶❹❼ ❾10

13

❸

お問い合わせ　役場商工振興課（☎852・5222）

❷

▲

注目の鍋・イベント（詳細は５㌻に掲載）

　❾ 　大槌町「サケ汁」 ･････････（午前10時30分～）
　　　無料／岩手県大槌町からの三陸の味【300食】

　10 「結海コーナー」 ･･･････････････ （午前９時～）
　　　大槌町・花巻市・五城目町の物産販売【結海】

　11 「朝市スケッチコーナー」 ･･･････ （午前９時～）
　　　似顔絵・落書きコーナーなど【和光会ほか】

　12 「ミニ雪まつり」  ･･････････････ （午前10時～）
　　　親子で雪とふれあいましょう【五城目地区公民館】

❺
❽

11❻
12

イ ベ ン ト 紹 介

▲

「箱ぞり」を貸し出します

昔ながらの「箱ぞ
り」を、朝市ふれあ
い館前（マップ13）
にて無料で貸し出し
ます。ぜひご利用く
ださい。
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冬の朝市まつりの注目ポイント
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▼開催日　２月24日㈰

▼時　間　受付　午前９時～
午前９時20分

　　　　　❶一般の部（高校生以上）
　　　　　　午前９時30分～午後３時
　　　　　❷子どもの部（中学生以下）
　　　　　　　　午前９時30分～正午

▼会　場　町民センター３階　宿泊室

▼参加費　❶一般の部　1,000円
（昼食代含む）

　　　　　❷子どもの部　無料

※ ２月18日㈪まで、五城目地区公民館
へお申し込みください。

「全町囲碁・将棋大会」
の参加者を募集

お申し込み・お問い合わせ
五城目地区公民館（☎852・4411）

▼日　程
　 9：30～　受付
　10：00～　 親子雪像づくりコンテスト（定員：10組）
　　　　　　 ※子ども同士でも参加OK
　10：45～　朝市宝探し買物体験（定員：20人）
　　　　　　 ※ 雪の中のお宝（お買物券）をゲットして、

朝市のお店に出かけよう！
　11：00～　コンテスト表彰式
　　　　　　 ※ 優秀賞ほか、各賞を準備しています。
※ 参加は無料。対象は小学生以下です。
※ お申し込み・お問い合わせは、五城目地区公民館
　（☎852・4411）まで

親子で雪とふれあいましょう！

「ミニ雪まつり」
（４㌻マップ 12）

和光会の皆さんが書いた朝市スケッチなどが展示され
るほか、似顔絵・落書きコーナーもあります。　

絵で朝市を楽しもう

「朝市スケッチコーナー」
（４㌻マップ 11）

岩手県大槌町からの三陸の味「サケ汁」300食を無料
で提供。また、昨年５月に岩手県花巻市にオープンした
被災地アンテナショップ「結海」のコーナーでは、大槌町・
花巻市・五城目町の物産品が販売されます。

大震災で生まれた絆

「サケ汁」と「結海コーナー」
（４㌻マップ ❾ 10）

❶趣味のクラフト教室 Part 9
　「ソープカービング体験レッスン」
　 　せっけんをナイフ１本で彫
刻していく、タイの伝統工
芸。基本技術は簡単に身に付
けられます。
　 ▼期　日　２月15日㈮
　 ▼時　間　午前10時～正午
　 ▼材料費　1,500円
※ 先着15名。お申し込みは２月
８日㈮まで。

❷趣味のクラフト教室 Part 10
　「フラワーアレンジメント体験教室」
　 　ちょっとした工夫で、リビ
ングや玄関をきれいに飾って
みませんか。
　 ▼期　日　２月21日㈭
　 ▼時　間　午後１時30分～

午後４時
　 ▼材料費　1,800円以内
※ 先着10名。お申し込みは２月
８日㈮まで。

❸オーディオ鑑賞会 Part 10
　 　オールアルミボディのス
ピーカーが奏でる音をぜひお
聴きください。
　 ▼期　日　２月23日㈯
　 ▼時　間　午後２時～

午後５時
　※ 先着10名。お申し込みは２
月15日㈮まで。お気に入り
のCDをお持ちください。

❹「炊飯器でつくる
チーズケーキ」教室

　 　友愛館オリジナルのチーズ
ケーキづくりに挑戦します。
　 ▼期　日　２月27日㈬
　 ▼時　間　午後１時30分～

午後４時
　 ▼材料費　500円
　※ 先着６名。お申し込みは２
月15日㈮まで。

お申し込み・お問い合わせ
杉沢交流センター「友愛館」（☎853・2320）

杉沢交流センター 「友愛館」イベント情報



１
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の

３
日
間
、
千
代
田
区
で
「
五
城

目
町
・
千
代
田
区
児
童
双
方
向

交
流
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
に
は
、
千
代
田

区
の
小
学
生
15
名
、
町
の
小
学

生
15
名
の
ほ
か
、
両
自
治
体
の

交
流
支
援
員
ら
計
44
名
が
参
加
。

初
日
に
行
わ
れ
た
交
歓
会
に
は
、

石
川
千
代
田
区
長
や
ふ
る
さ
と

五
城
目
会
の
小
林
会
長
、
会
員

ら
が
駆
け
付
け
、
子
ど
も
た
ち

を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
体
験
学
習
で
は
、
千

代
田
区
内
を
流
れ
る
神
田
川
を

浄
化
さ
せ
る
取
り
組
み
や
、
東

京
の
歴
史
な
ど
を
勉
強
し
た
ほ

か
、
靖
国
神
社
の
見
学
、
屋
形

船
で
の
川
巡
り
、
昌
平
小
学
校

地
下
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び
な
ど

さ
ま
ざ
ま
交
流
体
験
や
、
千
代

田
区
の
ご
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
を
と
お
し
、
お
互
い

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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交
歓
会
で
は
、
石
川
千
代
田
区
長
が

児
童
ら
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た

昨
年
12
月
25
日
か
ら
１
月
13

日
ま
で
の
期
間
、
広
報
連
載
２

０
０
回
を
記
念
し
た
「
ご
じ
ょ

う
め
の
わ
ら
し
だ
原
画
展
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
場
の
五
城
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
は
、
こ
れ
ま
で
広
報
ご

じ
ょ
う
め
に
掲
載
し
た
カ
ラ
ー

原
画
２
０
０
枚
な
ど
を
、
年
度

ご
と
に
分
け
て
展
示
。
期
間
中

は
、
町
内
外
や
年
末
年
始
に
帰

省
さ
れ
た
方
な
ど
、
約
３
０
０

人
が
会
場
を
訪
れ
、
所
狭
し
と

展
示
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
イ
ラ

ス
ト
を
、
じ
っ
く
り
と
眺
め
て

い
ま
し
た
。

広
報
連
載
２
０
０
回
記
念

「
ご
じ
ょ
う
め
の
わ
ら
し
だ
」原
画
展
を

開
催
し
ま
し
た

姉
妹
都
市
千
代
田
区
で
交
流
を
深
め
る

五
城
目
町
・
千
代
田
区
子
ど
も
交
流
会

み
ん
な
で
靖
国
神
社
を

見
学
し
ま
し
た
。（
１
日
目
）

屋
形
船
に
乗
っ
て
、川
の
環
境
や

東
京
の
歴
史
を
勉
強
し
ま
し
た（
２
日
目
）

▼プレゼント当選者

【原 　 　 　 画】　菅原　紅龍さん（雀　　舘）

【カ レ ン ダ ー】　伊藤　笑子さん（八郎潟町）

【エ コ バ ッ グ】　千田　智美さん（西　　野）

【ポストカード】　高橋　清子さん（大 仙 市）

【手 ぬ ぐ い】　戸島　　武さん（ななくら）

おめでとうございます！
※ 後日、役場まちづくり課からプレゼントを発送
します。

ご来場ありがとうございました

アンケート記入者の中から
５名の方へ
大石清美さんが
オリジナルグッズをプレゼント

地
下
プ
ー
ル
で
水
遊
び（
３
日
目
）
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（
敬
称
略
）

土
崎
中
学
校
招
待
交
流

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
優　

勝　

五
一
中
女
子
バ
ス
ケ
部

な
ま
は
げ
カ
ッ
プ

中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
準
優
勝　

五
一
中
女
子
バ
ス
ケ
部

県
中
学
１
年
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

強
化
指
定
選
手

　
　
　
　
　

若
山　

純
平
（
五
一
中
）

潟
上
市
新
春
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▼
第
３
位　

 

五
一
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部

県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

▼
準
優
勝　

 

五
城
目
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ス

ポ
少

秋
田
卓
球
会
館
卓
球
大
会

❖ 

ホ
ー
プ
ス
女
子

▼
第
１
位　

松
橋　

天
音
（
五
小
６
年
）

❖ 

カ
ブ
男
子

▼
第
３
位　

松
橋　
　

帝
（
五
小
４
年
）

ク
リ
ス
マ
ス
水
泳
競
技
大
会

❖ 
25
ｍ
自
由
形

　

男
子
４
年
生
以
下

▼
第
１
位　

齊
藤　

大
和
（
五
小
３
年
）

　

女
子
４
年
生
以
下

▼
第
２
位　

鈴
木　

美
結
（
五
小
３
年
）

▼
第
３
位　

石
井　

景
凪
（
五
小
３
年
）

　

女
子
６
年
生
以
下

▼
第
１
位　

小
玉　

沙
紀
（
五
小
６
年
）

❖ 

50
ｍ
自
由
形

　

女
子
６
年
生
以
下

▼
第
１
位　

小
玉　

沙
紀
（
五
小
６
年
）

▼
第
３
位　

大
原　

帆
加
（
五
小
６
年
）

❖ 

25
ｍ
背
泳
ぎ

　

男
子
４
年
生
以
下

▼
第
１
位　

佐
藤　

大
宙
（
五
小
３
年
）

▼
第
２
位　

齊
藤　

大
和
（
五
小
３
年
）

　

女
子
６
年
生
以
下

▼
第
２
位　

渡
部　
　

泉
（
五
小
６
年
）

❖ 

25
ｍ
平
泳
ぎ

　

女
子
４
年
生
以
下

▼
第
１
位　

五
十
嵐
月
衣
（
五
小
３
年
）

❖ 

50
ｍ
平
泳
ぎ

　

女
子
６
年
生
以
下

▼
第
２
位　

五
十
嵐
萌
衣
（
五
小
６
年
）

▼
第
３
位　

加
藤　

み
く
（
五
小
５
年
）

❖ 

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

女
子
６
年
生
以
下

▼
第
１
位　

大
原　

帆
加
（
五
小
６
年
）

▼
第
２
位　

加
藤　

み
く
（
五
小
５
年
）

中
央
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

❖ 

木
管
四
重
奏

▼
銀　

賞　

秋
山　

政
武
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

伊
藤　

真
由
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

村
上　

鈴
華
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

三
浦　

茉
奈
（
五
一
中
２
年
）

❖ 

金
管
六
重
奏

▼
銅　

賞　

工
藤　

綾
音
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

畠
山
優
希
子
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

畑
澤　

柚
希
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

鳥
井　

奈
津
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

石
井　

真
尋
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

鳥
井　
　

藍
（
五
一
中
２
年
）

フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
西
関
東
地
区
本
選

❖ 

シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
・
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
部
門

▼
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
賞（
全
国
大
会
推
薦
）

　
　
　
　
　

三
浦　

瑞
希
（
五
小
２
年
）

▼
奨
励
賞　

伊
藤　
　

凌
（
五
小
２
年
）

大
和
松
尾
寺
厄
除
観
音
奉
納
書
道
展

❖ 
特　

選　

近
藤　

乃
愛
（
五
小
４
年
）

全
日
本
小
・
中
学
生
書
道
紙
上
展

❖ 

４
年
の
部
ベ
ス
ト
１
０
０

　
　
　
　
　

近
藤　

乃
愛
（
五
小
）

河
北
新
報
小
・
中
学
生
紙
上
書
道
展

❖ 

佳　

作　

近
藤　

乃
愛
（
五
小
４
年
）

日
本
習
字
硬
筆
展

❖ 

特　

選　

近
藤　

乃
愛
（
五
小
４
年
）

全
国
少
年
新
春
書
道
展

❖ 

特　

選　

近
藤　

乃
愛
（
五
小
４
年
）

県
新
春
書
初
め
席
書
大
会

❖ 

秋
田
魁
新
報
社
賞

　
　
　
　
　

近
藤　

乃
愛
（
五
小
４
年
）

❖ 

特　

選　

小
玉
悠
妙
歌
（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

菅
生　

真
姫
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

宮
城　

輝
夢
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

原
田　

孔
明
（
五
小
３
年
）

　
　
　
　
　

伊
藤　

啓
太
（
五
小
１
年
）

　
　
　
　
　

渡
部　

日
菜
（
五
小
１
年
）

❖ 

秀　

作　

渡
部　

真
衣
（
五
小
５
年
）

　
　
　
　
　

伊
藤
明
日
美
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

大
原　

侑
紗
（
五
小
４
年
）

郡
市
書
初
め
展

❖ 

金　

賞　

菊
地　

隼
輔
（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

小
玉　

沙
紀
（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

小
玉
悠
妙
歌
（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

伊
藤
明
日
美
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

越
髙　

愛
香
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

近
藤　

乃
愛
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

菅
生　

真
姫
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

宮
城　

輝
夢
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

舘
岡
ひ
な
た
（
五
小
３
年
）

県
児
童
生
徒
美
術
展

❖ 

推　

奨
・
話
題
作

　
　
　
　
　

宮
崎　

美
博
（
馬
小
４
年
）

❖ 

推　

奨　

舘
岡　

美
紅
（
五
一
中
２
年
）

　
　
　
　
　

畠
山　

紗
雪
（
五
一
中
２
年
）

❖ 

優
良
賞　

五
十
嵐
萌
衣
（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

小
玉　

海
里
（
五
小
６
年
）

　
　
　
　
　

本
間　

倫
子
（
五
小
４
年
）

　
　
　
　
　

千
田　

菜
月
（
五
小
３
年
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

愛
来
（
五
小
１
年
）

人権擁護委員は、地域の中で人権侵害が起き
ないように見守りながら、皆さんが抱える人権
についての問題や要望をお聞きし、相談や助言
を行っています。
１月１日から藤本正善さん（今町）が再任され、

町では現在５人の方が活動されています。

人権擁護委員

（再任）藤本　正善さん（今　町）
　　　児玉　　昇さん（矢場崎）
　　　今村多恵子さん（小池町）
　　　石井　　正さん（雀　舘）
　　　畠山　延子さん（新里町）

町の人権擁護委員を
紹介します

再任された藤本さん

12月９日、長年にわたり町相撲連盟理事や
県相撲連盟の公認審判員などを務められ、相
撲の普及・指導や町の体育振興に尽くされて
いる小玉哲司さん（舘町）に、県相撲連盟の
鈴木斌次郎会長から功労賞が贈られました。

小玉　哲司さん（舘町）

表彰
県相撲連盟功労賞
12月９日、長年にわたり町相撲連盟理事や

県相撲連盟の公認審判員などを務められ、相
撲の普及・指導や町の体育振興に尽くされて
いる小玉哲司さん（舘町）に、県相撲連盟の

12月９日、長年にわたり町相撲連盟理事や
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感
染
症
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う！

３
月
１
日
㈮
か
ら
３
月
７
日
㈭
は

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
は
、
も
う
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
接
種
漏
れ
が
無
い
よ

う
、
も
う
一
度
母
子
手
帳
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

【 

週
間
中
は
土
・
日
曜
日
で
も

　

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
】

　

県
内
の
医
療
機
関
が
協
力
し
て
、
診
療

時
間
外
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
（
Ｂ

Ｃ
Ｇ
を
除
く
）

　

通
常
の
診
療
時
間
に
お
子
さ
ん
の
接
種

が
で
き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
の
申
し
込
み

　

接
種
を
受
け
ら
れ
る
時
間
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
必
ず
３
日
前
ま
で
に
医
療
機

関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）
ま
で
。
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『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、３歳は心身の発達上、節
目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家族みんなで協力しあい、

正しい歯の健康維持について基本を身につけましょう。

　

接
種
を
受
け
ら
れ
る
時
間
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
必
ず
３
日
前
ま
で
に
医
療
機

役
場
健
康
福
祉
課

『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、３歳は心身の発達上、節
目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家族みんなで協力しあい、

元気な歯っていいね！
３歳児歯科健康診査

虫歯ゼロ（12月20日健診）

□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　　□ちゃん
（□□□□）

□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　□□くん
（□□□□）

□□□□□ちゃん
（□□□）

□□　□□ちゃん
（□　□）

□□　□□ちゃん
（□　□）

▼
対　
象　
者

　

平
成
24
年
８
月
か
ら
10
月
に
実
施
し
た

集
団
検
診
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
）
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
、
次
の
方
（
基
準

日
・
平
成
25
年
３
月
31
日
）

　

・
子
宮
頸
が
ん　

20
歳
以
上
の
方

　

・
乳　

が　

ん　

40
歳
以
上
の
方

▼
実
施
医
療
機
関

　

秋
田
組
合
総
合
病
院

　

（
☎
８
８
０
・
３
０
１
３

※
健
康
セ
ン
タ
ー
）

▼
実
施
期
間　

３
月
27
日
㈬
ま
で

　

※
予
約
は
お
早
め
に

▼
受
診
費
用　

各
１
、０
０
０
円

▼
持　
参　
物　

健
康
保
険
証

※ 

受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
実
施
医

療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）
ま
で
。

▼
対
象
者者

▼
実
施
期
間　

３
月
27
日
㈬
ま
で

子
宮
頸け

い

が
ん・乳
が
ん
の

追
加
検
診
を
実
施
し
てい
ま
す
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▼期　日　２月26日㈫

▼時　間　午後１時30分～午後３時30分

▼会　場　五城館　１階ホール

▼演　題　「身体の危機を脱出！　
　　　　　　　～心豊かで元気な生活～」

※ お申し込み・お問い合わせは、役場健康福祉課（☎
852・5180）まで。

第3回心の健康づくりセミナー

ヘルスコーディネーター　杉
すぎや ま

山明
あ け み

美さんから
心の健康づくりを学びましょう

子育てのことやお子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話しして
みませんか。
気軽に遊びに来てください。

▲  
 ２月19日㈫　五城目保育園

　「ひな人形をつくろう」

▲

時　間　午前９時30分～
午前11時30分

※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで

健健
お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー2月

■　健　　診　■
14日　2歳児歯科健康診査
対象　平成22年６月～８月生まれ
受付　12時40分～13時10分
場所　役場１階保健室

18日　乳児健康診査
対象　平成24年10月生まれ

12時40分～13時
　　　平成24年４月、７月生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

22日　1歳児健康相談
対象　平成24年１月、２月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
12日・26日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　健康福祉課

役場健康福祉課　☎８５２・５１８０

「わんぱーく」に
来てね！

もりやまこども園

うつになると、神経伝達物質のセロトニン（調整系）
が不足します。
第２回で触れたように、このセロトニンが合成さ

れるには、タンパク質がアミノ酸に分解されてできた
物質に、葉酸、鉄、ナイアシン、ビタミンB６が必要
となります。また、ドーパミン（興奮系）やGABA（抑
制系）も、ほぼ同様の栄養素やビタミンが必要です。
第１回では、神経伝達物質の３つのタイプ（興奮系・

抑制系・調整系）について触れましたが、必要なビタ
ミンや栄養素がどれか一つでも不足すると神経伝達
物質は合成されず、３つのバランスが崩れてしまいま
す。
このように、心の健康づくりには、ストレスだけ

ではなく「食事から摂
と

る栄養」も大きく関係している
のです。 健康福祉課　保健師

～食と心の健康～　第３回
神経伝達物質の原料は「栄養」

その２

こころはればれ通信
 Vol.76

～食と心の健康～　第３回

こころはればれ

杉山明美さん

　神奈川県出身。ソウルオリン
ピック出場、Vリーグ優勝など、
日本を代表するバレーボール選
手として活躍。現在はヘルス
コーディネーターのほか、NHK
バレーボール解説者、法政大学
非常勤講師を務める。
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コーヒーが大好き

□□□□さん
（杉　沢）

コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き

で
、
１
日
２
・
３
杯
は

飲
ん
で
い
る
と
い
う
□

□
さ
ん
。
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣

は
、
何
で
も
好
き
嫌
い

な
く
食
べ
る
こ
と
だ
そ

う
で
、
15
人
い
る
ひ
孫

に
会
う
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
と
の
こ
と
で
し

た
。

お風呂が大好き

□□□□さん
（大川３区）

お
祝
い
の
際
は
、
冗

談
を
言
っ
て
み
ん
な
を

笑
わ
せ
て
く
れ
た
□
□

さ
ん
。長
寿
の
秘ひ

け
つ訣

は
、

大
好
き
な
お
風
呂
に
入

る
こ
と
だ
そ
う
で
、「
う

ぐ
い
す
の
里
」（
八
郎

潟
町
）
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

以
前
は
朝
市
に
通

い
、
野
菜
や
山
菜
を

売
っ
て
い
た
と
い
う
□

□
□
さ
ん
。
入
所
さ
れ

て
い
る
「
翠
香
苑
」
で

は
、
週
２
回
元
気
に
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
を
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
、
４
人

い
る
孫
に
会
う
の
が
何

よ
り
の
楽
し
み
と
の
こ

と
で
し
た
。

週
２
回
の
町
内
公
民

館
開
放
日
に
、
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
お
話
し
す

る
の
が
楽
し
み
だ
と
い

う
□
□
□
さ
ん
。
30
年

間
の
会
社
勤
め
は
毎
日

歩
い
て
通
勤
さ
れ
た
そ

う
で
、
よ
く
歩
い
た
こ

と
が
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣

で

は
、と
の
こ
と
で
し
た
。

町で90歳を迎えられ
た方をご紹介します

※ 掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際
にお知らせください。

お風呂

□□町で90歳を迎えられ
た方をご紹介します

※ 掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際

元気に長生き！

月
に
１
回
は
来
て
く

れ
る
家
族
に
会
う
の
が

楽
し
み
だ
と
い
う
□
□

さ
ん
。
長
年
「
は
な
こ
」

と
い
う
名
前
の
イ
ン
コ

を
飼
っ
て
い
た
そ
う
で
、

名
前
を
呼
ん
で
く
れ
る

ま
で
懐
い
て
お
り
、
た

ま
に
預
け
て
い
る
知
り

合
い
の
家
へ
会
い
に
行

か
れ
る
そ
う
で
す
。

♦90歳を迎えられた方（１月20日現在）
12月27日　□□　□□さん（杉　　沢）
12月27日　□□　□□さん（大川３区）
12月28日　□□□□□さん（岡本１区）
1月10日　□□□□□さん（上 山 内）
1月17日　□□□□□さん（脇　　乙）
1月20日　□□　□□さん（一 番 町）

い
る
そ
う
で
す
。

これからも　　
　お元気で。

孫に会えるのが楽しみ

□□□□□さん
（岡本１区）

歩くことが大事

□□□□□さん
（上山内）

ペットのインコが大好き

□□□□さん
（一番町）
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◎
県
知
事
表
彰

◆
有　

功　

章

　

佐
藤　

政
弘
（
第
６
分
団
分
団
長
）

　

千
葉
與
右
エ
門
（
消
防
団
本
部
分
団
長
）

◆
35
年
勤
続
章

　

小
玉
多
智
美
（
第
８
分
団
分
団
長
）

　

石
井　

勝
義
（
第
10
分
団
分
団
長
）

◆
30
年
勤
続
章

　

猿
田　

豊
和
（
第
２
分
団
分
団
長
）

　

舘
岡　

利
昭
（
第
３
分
団
班
長
）

◆
25
年
勤
続
章

　

畠
山　

喜
道
（
第
４
分
団
部
長
）

　

草
皆　

憲
一
（
第
５
分
団
分
団
長
）

　

宮
崎　

博
之
（
第
５
分
団
部
長
）

　

伊
藤　

精
孝
（
第
５
分
団
班
長
）

　

草
皆　

栄
一
（
第
５
分
団
班
長
）

　

石
井
五
兵
衛
（
第
６
分
団
部
長
）

　

石
川　

一
美
（
第
７
分
団
分
団
長
）

　

佐
々
木
輝
義
（
第
７
分
団
団
員
）

◆
20
年
勤
続
章

　

武
田　
　

治
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　

草
皆　

祐
幸
（
第
５
分
団
団
員
）

　

内
藤　

信
好
（
第
５
分
団
団
員
）

　

渡
部　

吉
勝
（
第
８
分
団
班
長
）

　

原
田　

政
則
（
第
８
分
団
班
長
）

　

千
葉　

貞
光
（
第
８
分
団
団
員
）

　

伊
藤　
　

泉
（
第
８
分
団
団
員
）

　

小
玉　

裕
隆
（
第
９
分
団
部
長
）

　

佐
藤　

廣
勝
（
第
11
分
団
班
長
）

◎
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
勤　

続　

章
（
10
年
）

　

松
原　

達
也
（
第
２
分
団
団
員
）

　

椎
名　
　

一
（
第
８
分
団
団
員
）

　

伊
藤　

富
明
（
第
12
分
団
班
長
）

　

佐
藤　
　

靖
（
第
13
分
団
部
長
）

◎ 

男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
長
表
彰

◆
優
良
消
防
団
員

　

栗
山　
　

健
（
第
１
分
団
団
員
）

　

加
藤　
　

悠
（
第
２
分
団
団
員
）

　

猿
田　
　

健
（
第
２
分
団
団
員
）

　

石
井　

佑
介
（
第
６
分
団
班
長
）

　

佐
藤　
　

寿
（
第
６
分
団
団
員
）

　

石
井　

和
成
（
第
８
分
団
団
員
）

　

工
藤　
　

辰
（
第
９
分
団
団
員
）

　

松
田　

篤
人
（
第
11
分
団
団
員
）

　

八
柳　

尚
武
（
第
12
分
団
団
員
）

　

佐
藤　

慶
彦
（
第
13
分
団
班
長
）

◆
７
年
勤
続
章

　

荒
川　
　

剛
（
第
１
分
団
団
員
）

　

舘
岡　
　

淳
（
第
３
分
団
団
員
）

　

小
玉　

勇
樹
（
第
４
分
団
団
員
）

　

小
玉　

金
作
（
第
６
分
団
団
員
）

　

金
野　

輝
喜
（
第
６
分
団
団
員
）

　

佐
々
木
和
弘
（
第
７
分
団
班
長
）

　

大
石　

博
昭
（
第
８
分
団
団
員
）

　

畠
山　

一
喜
（
第
８
分
団
団
員
）

　

原
田　
　

剛
（
第
８
分
団
団
員
）

　

萩
野　

重
義
（
第
９
分
団
団
員
）

　

石
井　
　

一
（
第
10
分
団
班
長
）

　

石
井　

勇
気
（
第
10
分
団
班
長
）

　

伊
藤　
　

守
（
第
10
分
団
団
員
）

　

石
井　

将
太
（
第
10
分
団
団
員
）

　

澤
田
石
栄
孝
（
第
11
分
団
団
員
）

◎
町
長
感
謝
状

◆
永
年
勤
続
退
職
者

　

大
石　

壽
信
（
前
消
防
団
長
）

　

小
林　

隆
博
（
前
第
１
分
団
班
長
）

　

渡
邉　

達
夫
（
前
第
２
分
団
部
長
）

　

田
原　

忠
男
（
前
第
３
分
団
部
長
）

　

小
野　

克
徳
（
前
第
４
分
団
団
員
）

　

金
野　

時
雄
（
前
第
６
分
団
部
長
）

　

伊
藤　

辰
雄
（
前
第
９
分
団
分
団
長
）

　

沢
田
石
善
育
（
前
第
11
分
団
部
長
）

　

加
藤　
　

勳
（
前
第
13
分
団
副
分
団
長
）

　

佐
藤　
　

智
（
前
第
13
分
団
部
長
）

◆
消
防
協
力
者

　

石
川　

悦
運
（
杉　

沢
）

◎
町
長
表
彰

◆
５
年
勤
続
章

　

舘
岡　
　

至
（
第
３
分
団
団
員
）

　

石
川　
　

崇
（
第
６
分
団
団
員
）

　

佐
藤　
　

健
（
第
９
分
団
団
員
）

　

畠
山　

広
義
（
第
９
分
団
団
員
）

　

畑
澤　

博
孝
（
第
11
分
団
団
員
）

◆
優
良
分
団

　

第
２
分
団
、
第
３
分
団

　

第
４
分
団
、
第
５
分
団

　

第
７
分
団
、
第
８
分
団

　

第
10
分
団
、
第
13
分
団

出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

町
内
を

堂
々
と
行
進

１
月
４
日
、
新
春
を
飾

る
恒
例
行
事
、「
町
消
防
出

初
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
消
防
団
員
や

消
防
署
員
約
２
０
０
人
が

参
加
。
初
め
に
朝
市
駐
車

場
に
整
列
し
た
皆
さ
ん
は
、

渡
邉
町
長
の
観
閲
を
受
け

た
後
、
朝
市
通
り
や
中
央

線
を
通
り
、
出
初
式
会
場

の
広
域
体
育
館
ま
で
行
進

し
ま
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、
防
火
や

消
防
活
動
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
へ
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
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秋田末広繊維株式会社
ものづくり・ひとづくりへの絶え間ない努力と　ニーズを先取りした生産システム

企　業　概　要秋
田
末
広
繊
維
株
式
会
社
は
、
五
城
目
町

の
誘
致
企
業
第
１
号
と
し
て
、
昭
和
43
年
に

創
業
。
工
場
は
、
学
校
統
合
で
廃
校
と
な
っ

た
旧
富
津
内
西
小
学
校
の
校
舎
を
転
用
・
改

装
し
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
肌
着
メ
ー
カ
ー

と
技
術
提
携
し
、
当
時
か
ら
国
際
競
争
に
打

ち
勝
つ
製
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
操
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

主
力
製
造
品
は
、
創
業
時
か
ら
の
肌
着
に

加
え
、
昭
和
45
年
に
は
カ
ッ
ト
ソ
ー
の
子
ど
も

服
と
ゴ
ル
フ
ウ
エ
ア
の
製
造
を
開
始
。
そ
の
後

は
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
、
昭
和
61
年
に
婦

人
服
の
製
造
の
み
に
絞
り
込
み
、
よ
り
一
層
の

高
級
化
・
多
品
種

少
量
化
・
短
サ
イ
ク

ル
の
生
産
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
国
内
有

数
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

メ
ー
カ
ー
と
し
て
歴

史
を
重
ね
て
い
ま
す
。

工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
製
品
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
「
バ
ー
バ
リ
ー
」
な
ど
、
有
名
メ
ー
カ
ー

の
高
級
婦
人
服
で
す
。
コ
ー
ト
か
ら
ワ
ン
ピ
ー

ス
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
ス
カ
ー
ト
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
ま

で
、
婦
人
服
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
種
類
を
扱
っ
て

お
り
、
首
都
圏
や
関
西
を
中
心
に
、
全
国
の

百
貨
店
・
専
門
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
社
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
、

よ
り
一
層
の
高
級

化
・
多
品
種
少
量

化
・
短
サ
イ
ク
ル
の

生
産
は
、
親
会
社

で
あ
る
末
広
繊
維

工
業
株
式
会
社

（
東
京
都
墨
田
区
）

と
一
貫
し
て
い
る
、

「
国
産
品
を
扱
う
」

「
他
で
は
作
れ
な

■　所 在 地
富津内下山内字荒町３

■　電話番号
018・852・4151（代表）

■　HPアドレス
末広繊維工業㈱
http://www.suehirotext.jp/

■　創　　業
昭和43年（1968年）

■　従業員数
52人

■　事業内容
縫製業（ニット婦人服）

町
誘
致
企
業
第
１
号
と
し
て
誕
生

創
業
か
ら
45
年
の
歴
史
を
刻
む

縫製業・ファッションアパレル

工
場
内
で
ミ
シ
ン
の　
　

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
ま
で
行
う

「
も
の
づ
く
り
」の
可
能
性
を
信
じ
て

感
性・存
在
感
あ
る
商
品
を
育
み
な
が
ら

地
域
に
根
ざ
し
た

「
１
０
０
年
企
業
」を
目
指
し
ま
す

製
品
は
全
国
の
百
貨
店
・
専
門
店
で
流
通

徹
底
し
た
品
質
管
理
と
効
率
化
で

国
産
に
こ
だ
わ
っ
た「
も
の
づ
く
り
」



代表取締役社長　遠
えんどう

藤　善
よしお

雄さん

い
も
の
づ
く
り
を
」
と
い
う
こ
だ
わ
り
か
ら
き

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
工
夫
は
工
場
内
の
各

所
に
見
ら
れ
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
自
動

裁
断
機
の
導
入
、
食
品
並
み
の
検
品
や
厳
し

い
針
の
管
理
、
立
ち
ミ
シ
ン
に
よ
る
作
業
と
生

産
ラ
イ
ン
の
組
み
立
て
な
ど
、
徹
底
し
た
品
質

管
理
と
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、裁
断
・
縫
製
前
の
生
地
へ
の
工
夫
や
、

多
数
・
多
種
類
の
ミ
シ
ン
の
保
有
、
そ
し
て

工
場
内
で
ミ
シ
ン
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
ま
で
行
う

と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
取
り
組
み

で
、
流
行
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
・
製
造
品
の
多

様
化
に
対
応
し
、
技
術
面
で
の
信
頼
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。

遠
藤
代
表
取
締
役
は
、「
五
城
目
町
で
創

業
以
来
45
年
の
歴
史
を
刻
め
て
い
る
の
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
り
、
深
く
感

謝
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
内
で
の
町
出
身
の
社

員
数
は
、
減
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
と
の
こ

と
で
す
。
出
来
れ
ば
地
元
の
方
を
採
用
し
た

い
と
の
気
持
ち
が
強
く
、
ぜ
ひ
五
城
目
の
皆

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

そ
し
て
、「
も
の
づ
く
り
の
可
能
性
を
信
じ
、

日
本
で
、
秋
田
で
、
そ
し
て
五
城
目
で
し
っ
か

り
と
感
性
・
存
在
感
あ
る
商
品
を
育
み
な
が

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
『
１
０
０
年
企
業
』
を

目
指
し
ま
す
」と
、力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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（上）新しい裁断機（CAMシステム）を
導入してより一層の効率化
（下）裁断前には、生地の検品と同時に
蒸気を当てて安定させる

�����������
��

�ごじ
ょう

めものづくり

ごじ
ょう

めものづくり

����
��

������

ものづくり

ごじょうめ

ものづくり
vol.04
ものづくり

ごじょうめ

ものづくり
volvolvol.0.0.0444444

「
も
の
づ
く
り
」の
可
能
性
を
信
じ
て

感
性・存
在
感
あ
る
商
品
を
育
み
な
が
ら

地
域
に
根
ざ
し
た

「
１
０
０
年
企
業
」を
目
指
し
ま
す

地
域
へ
の
感
謝
を
胸
に

地
域
に
根
ざ
し
た

「
１
０
０
年
企
業
」を
目
指
す

写真左から、伊藤生産部長、
小玉縫製リーダー、加藤設備保全

「CAM」とは？
　コンピュータ支援製造（computer
aided　manufacturing）の略。CAD
（コンピュータ支援設計・computer
aided　design）を使いコンピュータ
上で作られた設計図などを基に、製
品の製造や加工などを行う工作機械
に用いられるシステム。

※ 次回は、「東北部品㈱」をご紹介する
予定です。

ものづくり用語解説

秋田末広繊維㈱で使われている
CAMの自動裁断機
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※ 相談時間　午前９時～正午、午後１時～午後３時（受付時間は午前８時30分～午後３時）
※都合がつかない場合は、割当外の会場でも相談受付を行います。

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会　

場

五　城　目
２
／
６
水

広
ヶ
野
・
希
望
ヶ
丘
・
今
町
・
御
蔵
町

小
池
町
・
川
原
町
・
新
町
・
一
番
町

役場４階
「大会議室」

７
木

田
町
・
古
川
町
・
長
町

８
金

紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎

な
な
く
ら（
仮
称
）

12
火

米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

馬　場　目

13
水

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

14
木

寺
庭
・
小
野
台
・
中
村
・
平
ノ
下

水
沢

15
金

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

富　津　内

19
火

下
山
内
・
上
山
内
・
富
田

富津内地区
　　公民館

20
水

黒
土（
１
・
２
区
）・
八
田

台
御
蔵
下
・
脇
乙

21
木

落
合
・
高
千
・
北
北
口
・
小
倉

五　城　目

22
金

築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場４階
「大会議室」

25
月

舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

26
火

高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

27
水

上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口
・
上
田
町

新
里
町

28
木

岩
城
町
・
東
磯
ノ
目
・
西
磯
ノ
目

森　山
３
／
４
月

岡
本
１
区
・
野
田

森
山
地
区

公
民
館

5
火

岡
本
２
区
・
浦
横
町

内　川

６
水

湯
ノ
又（
１
〜
４
区
）・
小
川
口

生
き
が
い

セ
ン
タ
ー

７
木

浅
見
内（
１
〜
６
区
）

大　川

８
金

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

11
月

大
川
２
・
３
区

12
火

石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

13
水

下
樋
口
・
西
野

予備日

14
木

予
備
日
と
し
ま
す
。

役
場
４
階

「
大
会
議
室
」

15
金

予
備
日
と
し
ま
す
。

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程

「
税
金
払
わ
な
い
な
ら
日
本
の
道
路

歩
く
な
」
こ
れ
は
、
あ
る
ド
ラ
マ
で
の

主
人
公
の
決
め
台
詞
で
す
。
税
金
の
お

か
げ
で
、
日
本
の
道
路
網
は
発
達
し
、

よ
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
、
所
得
を
隠
し
て
税
金
逃
れ
を
す
る

人
は
、
税
金
の
意
義
を
理
解
し
、
真
面

目
に
払
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
不
平

等
で
あ
り
、
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
、
父
の
運
転
す
る
車
に
乗
っ
て

ド
ラ
イ
ブ
す
る
の
が
大
好
き
で
す
。
で

も
、
ド
ラ
イ
ブ
に
も
税
金
は
関
係
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
興
味
を
持
っ
た
の
で

車
と
税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。
ま
ず
、
４
月
１
日
に
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
と
自
動
車
税
が
課
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
自
動
車
の
種
類
、
用
途
、

排
気
量
な
ど
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
自

動
車
税
は
都
道
府
県
税
、
軽
自
動
車
税

は
市
町
村
税
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

父
は
県
に
、
母
は
町
に
税
金
を
納
め
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
ね
。
全
国
で

は
約
１
兆
８
千
億
円
の
収
入
と
な
り
、

普
通
税
と
し
て
使
用
目
的
を
特
定
せ
ず

使
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
の
学
校

教
育
に
も
使
わ
れ
て
い
る
大
事
な
税
金

で
す
。

次
に
、
新
車
を
購
入
し
た
時
や
、
車

検
の
際
に
は
自
動
車
の
重
量
等
に
応
じ

て
自
動
車
重
量
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
国
税
で
す
が
、
税
収
の
３
分
の
１

は
道
路
関
係
の
費
用
に
使
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
自
動
車
を
取
得
す
る
と
、
自

動
車
取
得
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

都
道
府
県
税
で
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
の
道
路
整
備
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。
購
入
す
る
と
国
税
４
％
、
地
方

税
１
％
の
消
費
税
５
％
も
か
か
り
ま

す
。ま

だ
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く

た
め
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
が
必
要
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
に
は
揮
発
油
税
と
地
方
揮
発

油
税
と
い
う
二
つ
の
税
金
が
掛
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
を

給
油
す
る
と
53
円
80
銭
の
税
金
を
払
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
国

税
で
、
国
と
地
方
の
道
路
財
源
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ガ
ソ
リ

ン
に
も
消
費
税
は
か
か
り
ま
す
。
で
も
、

中
学
生
の
私
に
は
税
金
な
ん
か
関
係
な

い
と
思
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
と

私
で
も
し
っ
か
り
税
金
を
払
う
場
面
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
う
で
す
。
消
費
税
で

す
。
食
事
や
お
土
産
代
は
父
に
甘
え
て

い
ま
す
が
、
自
分
の
欲
し
い
品
物
だ
け

は
自
分
の
お
こ
づ
か
い
で
買
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
消
費
税
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
の
松
島
周
辺
の
ド
ラ
イ
ブ
が

私
の
お
気
に
入
り
で
し
た
。
で
も
あ
の

大
地
震
と
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
美
し
い
オ
ル

ゴ
ー
ル
館
を
見
る
こ
と
は
も
う
で
き
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
災
害
に
よ
る
地
域
の

復
旧
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
。
私
た
ち
国
民
は
、
国
に

よ
っ
て
守
ら
れ
、
教
育
や
、
医
療
、
福

祉
な
ど
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
必
要
な
税
金
を
国
民
の
義
務

と
し
て
納
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

が
し
っ
か
り
と
人
々
の
安
全
と
豊
か
な

生
活
の
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
見

守
っ
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ド
ラ
イ
ブ
好
き
な
私
は
、
あ
の

大
震
災
を
通
し
て
強
く
そ
う
思
い
ま
し

た
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
月
号
で
は
、
町
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
た

金
澤
菜
穂
さ
ん
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

金
澤　

菜
穂
さ
ん
（
五
一
中
３
年
）

「
ド
ラ
イ
ブ
と
税
金
」
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　いまだ約2,200万件の持ち主が確認できていない年金記録が
残っています。
　あらためて、ご自身の年金記録に「もれ」や「誤り」がある
のでは、とご心配のある方は、ご確認いただき、お近くの年金
事務所などにご相談ください。

電子認証付住民基本台帳カードの発行には、申請
してから２週間ほど日数がかかります。
確定申告の時期には申請が混み合い、発行が遅れ

ることがありますので、必要な方は期日に余裕を
もって、早めに申請してください。

▼申請に必要なもの
　・ 本人確認書類（運転免許証、健康保険証、パス
ポートなど）

　・ 発行手数料　住基カード発行　500円
　　　　　　　　電子証明書発行　500円
※ 写真付と写真なしのどちらかを選ぶことができま
す。写真付の住基カードは、住民票の写しなどの
交付請求時や銀行口座の開設時などの本人確認書
類として使うことができます

電子認証付住基カードの
申請はお早めに！

お申し込み・お問い合わせ
役場住民生活課（☎852・5112）

インターネットで
確定申告！
「e-Tax」は、インター
ネットで確定申告など
の手続きができるシス
テムです。
申告書の郵送や窓口

提出が不要になるほ
か、以下の特典もあり
ますので、ぜひご利用
ください。

 ❶　最高3,000円の税額控除が受けられます！

❷　添付書類の提出を省略できます！

❸　還付金の手続き期間が短縮されます！

　利用するには、「電子認証付住基カード」と「ICカー
ドリーダー」が必要です。利用方法や特典の詳細につ
いては、

国税庁HP（http://www.e-tax.nta.go.jp/）
をご覧いただくか、最寄りの税務署までお問い合わせ
ください。

お問い合わせ
秋田北税務署（☎845・1161）

あなたの気になる年金記録 もう一度ご確認を！

ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
（　　0570・058・555　または　☎03・6700・1144）

年金記録の確認は
「ねんきんネット」が簡単・便利！
　ご家族の助けを受けて年金記録を発見した
方もいらっしゃいます。

▼いつでも最新の年金記録を確認できます！

▼  年金記録の「もれ」や「誤り」の発見が容
易になります！

※ 詳細は日本年金機構HP（http://www.
nenkin.go.jp/）またはねんきんネット専用
ダイヤルまで。

約９人に１人、年金記録が見つかっています。

結婚前の旧姓の　
記録が見つかった

例
年額43万円➡154万円

若い頃に勤めていた
記録が見つかった　

例年額98万円➡234万円

名前の読み方が誤って
登録されていた　　　
記録が見つかった　　

例 年額0円➡137万円

□ 転職が多い
□ 姓（名字）が変わったことがある
□ いろいろな名前の読み方がある

こんな方は
ぜひ、ご確認を！
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江戸時代の紀行家
菅江真澄の足跡をたどる　連載「菅江真澄が五城目町を歩いた道」

♦ 

雪
の
山
越
え
⑸

（
前
回
よ
り
続
く
）

そ
れ
は
亘
八
寸
ば
か
り
、
巡

り
二
尺
五
寸
、
そ
の
形
鉄

く
ろ
が
ねの

薬

臼
の
杵
の
よ
う
な
も
の
を
ご
神

体
と
し
て
、
大お

お
つ
ば鐸
明
神
と
斎
い

奉
っ
て
い
る
。
そ
の
由
緒
を
良

く
知
る
人
も
い
な
い
。
自
分
が

７
年
前
の
昔
に
尋
ね
て
登
っ
て

見
た
所
で
あ
る
。

12
月
12
日
、
家
の
隣
の
主
人

は
知
り
合
い
な
の
で
、
２
、
３

日
は
と
誘
わ
れ
た
の
で
そ
の
家

に
移
っ
た
。
今
日
は
山
の
神
を

祭
る
と
い
っ
て
、
家
ご
と
に
餅

を
搗つ

い
て
い
る
。
た
い
そ
う
細
い

杵
を
鐘

し
ょ
う
ぼ
く木

の
よ
う
に
作
っ
た
も

の
で
、
７
、
８
人
で
搗
く
と
、

杵
の
す
れ
あ
う
音
が
し
て
、

連ふ
り
う
ち架

と
い
う
も
の
で
、
粃

し
い
な

を
庭

打
ち
す
る
音
が
し
て
、
ま
た

水く
い
な鶏

の
鳴
く
よ
う
に
、
お
や
み

な
く
聞
こ
え
て
き
た
の
で
戯

た
わ
む
れ

て
、
餅
を
食
べ
た
あ
と
に
詠
ん

だ
。

『
飽
く
ま
で
も
餅
を
水
鶏
の
あ

た
ヽ
か
さ
夏
こ
ヽ
ち
し
て
は
ら

叩
く
也
』

久
保
田
、
土
崎
港
な
ど
の
人

た
ち
の
も
と
か
ら
新
し
い
年
に

な
っ
た
ら
、
樋ひ

う
ち打

（
比
内
を
こ

う
い
う
）
へ
行
き
な
さ
い
。
こ
の

雪
が
深
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て

山
越
え
の
道
を
踏
み
分
け
て
行

く
の
で
し
ょ
う
か
。
早
く
帰
っ
て

き
な
さ
い
と
、
手
紙
で
言
っ
て

き
た
の
で
、
そ
の
返
事
と
し
て
、

『
春
は
な
ほ
越
え
や（
Ａ
）わ（
Ｂ
）

ひ
な
む
雪
の
山
身
に
一
と
せ
の

ふ
り
も
つ
も
ら
ば
』

※ 

こ
の
和
歌
、（
Ａ
）
わ
⬇
は
、

（
Ｂ
）ひ
⬇
へ
の
誤
り
か
。「
や

わ
」
⬇
「
や
は
」（
反
語
・

〜
だ
ろ
う
か
、〜
で
な
い
の
意
）

「
ひ
」
⬇
「
へ
」（
動
詞
・「
経

る
」
の
連
用
形
「
へ
」
は
、通
っ

て
い
く
こ
と
）

12
月
15
日
、
富
田
村
に
来
た
。

こ
の
村
の
名
は
松
の
松
か
さ
で

大
貝
を
焼
く
伊
勢
の
国
桑
名
郡

の
富
田
の
里
を
始
め
、
尾
張
、

三
河
（
真
澄
の
出
身
と
思
わ
れ

る
）、
そ
の
他
に
も
多
い
地
名
で

あ
る
。ま
た
姓
氏
に
も
あ
る
。「
新

編
東
国
太
平
記
」
に
葦あ

し
な名
盛も

り
う
じ氏

の
こ
と
を
語
る
く
だ
り
に
、「
永

禄
（
１
５
５
８
〜
１
５
７
０
）
の

頃
、
み
ち
の
く
の
領
主
葦
名
修

理
太
夫
盛
氏
と
い
う
人
が
い
た
。

云
々
、
葦
名
義
広
は
い
か
に
し
て

（
伊
達
）
政
宗
を
追
い
払
お
う

と
さ
ま
ざ
ま
な
思し

り
ょ慮
を
め
ぐ
ら

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
富
田
、
平

田
さ
え
政
宗
に
属
し
な
け
れ

ば
、
今
ま
で
両

か
た
ご
こ
ろ心

の
無
い
よ
う

に
見
え
た
郎ろ

う

党と
う

等
、
悉

こ
と
ご
とく

富
田
、

平
田
に
一
味
し
て
云
々
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
秋
田
路
に

葦
名
の
家
臣
の
末
が
た
い
そ
う

多
い
。
こ
の
富
田
村
も
そ
の
末

が
開
い
て
田
地
の
名
で
あ
ろ
う

か
。こ

の
村
の
高
い
山
の
斜
面
に

伊
豆
箱
根
の
神
を
遷う

つ

し
奉
り
、

薬
師
如
来
の
社
と
呼
ん
で
い
る
。

４
月
８
日
ご
と
に
山
内
の
山
伏

常
宝
院
が
祈
り
、
読
経
し
て
斎

い
奉
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

寺
が
あ
り
、（
円
通
寺
文
化
元

年
に
も
記
載
し
た
が
、
こ
こ
で

も
触
れ
て
い
る
。
菅
江
真
澄
研

究
会
長　

田
口
昌
樹
氏
）
元
は

山
内
の
円
通
寺
の
閑か

ん
き
ょ居

寺
で
あ

り
、
松
原
の
補ほ

だ陀
寺
の
四
世
和

尚
の
勧
請
を
開
祖
と
し
て
、
富

田
山
天
昌
寺
と
い
う
。
い
ま
、

21
世
の
鉄
雄
和
尚
が
こ
こ
住
め

る
と
か
。
こ
の
日
夕
暮
れ
の
頃
、

原
田
儀
右
衛
門
と
い
う
人
の
も

と
に
着
い
た
。
知
っ
て
い
る
主
人

な
の
で
懇ね

ん
ごろ

に
語
り
あ
っ
た
。

今
年
も
稲
が
水
に
流
さ
れ
て
、

い
つ
も
の
よ
う
に
良
く
な
い
年

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
名
前
が

富
田
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

民
草
も
み
な
枯
れ
枯
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
里
の
栄
え
る

世
の
来
る
の
を
祝
っ
て
、
歌
ひ

と
つ
詠
ん
で
欲
し
い
と
言
わ
れ

た
の
で
、

『
里
は
み
な
と
み
た
が
へ
し
て

豊
な
る
千
穂
の
八
千
穂
の
秋
に

逢
は
ま
し
』

こ
の
家
に
伝
わ
る
紺こ

ん
し
こ
ん
で
い

紙
金
泥

の
高
野
大
師
（
真
言
宗
）
の
書
、

「
子
如
来
見
諸
衆
生
楽
」
と
い
う

一
行
が
あ
っ
た
。
そ
の
包
紙
に
歌

を
書
い
て
欲
し
い
と
、
主
人
が

せ
ち
に
言
う
の
で
、

『
め
つ
ら
し
な
そ
の
名
た
か
野

の
や
ま
ふ
き
の
色
な
る
文
字
に

う
つ
し
そ
め
紙
』

12
月
18
日
、
雪
が
た
い
そ
う

降
っ
て
、
宇
古
名
の
山
、
湯
の

股
の
山
、
幣へ

ぐ

り

や

ま

具
理
山
、
黒
土
山

な
ど
は
み
な
埋
れ
て
、
見
渡
す

木
々
は
春
の
よ
う
な
心
地
の
よ

う
に
朝
の
船
出
と
ま
た
異
な
っ

て
い
る
。

『
ふ
り
埋
む
梢
は
花
の
明
ほ
の

や
雪
さ
へ
匂
ふ
こ
ヽ
ち
の
み
し

て
』

（
次
回
に
続
く
）

【
参
考
文
献　
「
北
方
風
土
」創

刊
50
号（
現
代
語
訳　

田
口
昌

樹
氏
）】

執
筆
者

　

 

町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

伊
藤
敏
雄
さ
ん

【
富
田
】

第23回

お問い合わせ　生涯学習課（☎852・4411）
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都市計画に関するお問い合わせ　役場建設課（☎852・5263）

心安らぐまちづくりのために
町の都市計画を見直します

用途地域・都市計画道路変更案

●下山内地区

●五城目第一中学校

●広ヶ野・
　新広ヶ野住宅

●馬川交流センター

●町民センター
●広域五城目体育館

●雀館公園

●広青苑・森山荘

●五城目高校

●岡本地区

五城目警察署●

●役場

東磯ノ目地区●

五城目小学校
●

●五城目
　消防署

雀
館
線

中央線

上
町
線

七倉線

森山線

林
子
巻
線

用途地域と都市計画道路を変更
町では、平成23年に策定した都市計画マスタープラン

を基に、都市計画の変更を検討してきました。昨年７月に
は、都市計画変更説明会を開催し、変更案についてたくさ
んのご意見をいただきました。その意見を踏まえて、上記
変更案のとおり、五城目都市計画の用途地域と都市計画道
路を変更し、歴史と伝統を引き継ぎながら、心安らぐまち
づくりを進めます。

主　な　変　更　点
❶ 第１種低層住居専用地域を縮小し、第１種住居地域を拡
大します。これにより、建物の建ぺい率、容積率などの
制限が緩やかになり、増改築がしやすくなります。
❷ 現状が農地でもある工業地域を無指定にします。これに
より、農業のための施策がしやすくなります。
❸ 実現の可能性が低い都市計画道路の計画を廃止します。
これにより、計画線上の建築物の制限がなくなります。

　町では、五城目都市計画用途地域・都市計画道路
の変更案を公告し、縦覧します。

▲

都市計画の種類
　　　　　　⑴道　　路
　　　　　　⑵用途地域

▲

縦覧場所　役場２階　建設課前

▲

縦覧期間　２月１日㈮～２月15日㈮
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分

（平日のみ）

※ 縦覧期間中、住民・利害関係者は備え付けの様式
で意見書を提出できます。提出された意見書は、
都市計画審議会での審議の検討資料になります。

【都市計画変更案の公告・縦覧】



1／ 五城目高等学校創立70周年記
念事業第6回実行委員会（町内）、
県指導農業士認定に伴う祝賀
会（五城館）

4／ 3月補正予算査定（役場・～5日）、
あきしん合同新年会（八郎潟町）

5／ 水田農業再生協議会第2回通
常総会（役場）

7／ 五城目北都会新年会（町内）

9／ 第52回高松宮杯東北高等学
校選抜レスリング大会（広域五城
目体育館）

21／ 市町村総合事務組合議会定例
会（秋田市）

26／ 心の健康づくりセミナー（町内）

五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（12月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 4件
叙勲受章祝賀会、プロジェクトGふるさと手作りCM大賞
2012最優秀賞受賞祝賀会、更生保護功労受彰者祝賀会、
県道秋田八郎潟線舘越バイパス開通式典祝賀会

40,000円

お見舞 1件 公職者などへのお見舞い 10,000円

会　費 7件

町PTA研究集会懇親会、あきぎん会総会、酒米研究会総
会懇親会、町農業委員会忘年会、馬場目地区懇談会、町
グラウンド・ゴルフ協会総会懇親会、町防犯協会及び防
犯指導員並びに五城目警察署合同忘年会

35,000円

その他 11件

町消防幹部意見交換会、町グラウンド・ゴルフ協会総会懇親会、名
刺代、湖東総合病院を守る住民の会忘年会、町防犯協会及び防犯
指導員並びに五城目警察署合同忘年会、ボーイスカウト秋田第
30団新入隊員入隊式、年賀ハガキ代、五城目キイチゴ意見交換
会、酒米研究会総会、交通指導隊忘年会、町PTA研究集会懇親会

49,945円

合 計 23件 134,945円
平成24年４月～12月の合計 1,024,753円

　

町長の主な予定（２月）
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五城目に来て、まず、一面
の雪景色に感激しました。
１月７日に委嘱状の交付を

受けて、杉沢・浅見内・富津
内落合の３地区での日常生活
体験、朝市や商店街のにぎわ
いづくりの活動を開始しまし
た。

京都にはない、おいしい食べ物や暮らし方、景
色に日々驚き、感動しています。
がっこを漬けるのが上手なお母さん、雪かきを

がんばるお父さん。毎日大変だけど、たくましく
元気で明るい姿は、とてもステキです。
これから、そういう姿や暮らしなど、五城目の「い

いっすな～」を、得意なイラストで形にします。
また、朝市ではスケッチをしたり、たくさんのが
んばる人たちにスポットを当てて、チラシや絵に
していきます。

五城目に来て、まず、一面

地域おこし協力隊員　河原﨑さんの活動報告
【１月の主な活動紹介】

「浅見内ふれあいサロン」
おしゃべりをしながら
の似顔絵づくり

「盆城庵の雪下ろし」
人生初のかやぶき屋
根の雪下ろしに挑戦

お問い合わせ　役場まちづくり課（☎852・5361）



　

【　

短 　

歌　

】

人
住
ま
ぬ
家
を
ま
も
り
し
庭
の
木
や

今
年
も
真
白
き
雪
化
粧
な
る

 

一
番
町　
　

原
田　

照
子

ほ
の
あ
か
き
月
の
光
に
目
覚
む
れ
ば

離
れ
し
子
等
に
思
い
巡
ら
す

 

い
こ
い
の
里　
　

藤
田　

則
子

去
年
今
年
変
わ
る
時
刻
に
森
山
ゆ

希
望
の
鐘
の
音
町
に
広
が
る

 

畑　

町　
　

細
田
ゆ
う
子

夫
逝
き
し
は
昨
日
の
如
く
に
思
い
し
も

十
年
餘
り
も
過
ぎ
て
仕
ま
え
り

 

浅
見
内　
　

松
橋　

テ
ル

　

【　

俳 　

句　

】

亡
き
夫
の
真
っ
黄
の
銀
杏
天
を
突
く

 

長　

町　
　

大
島
つ
む
ぎ

注
連
飾
る
こ
と
ま
で
老つ

ま妻
の
差
配
か
な

 

樋　

口　
　

猿
田　

天
鳴

こ
の
人
と
空
気
の
如
し
古
稀
の
春

 

湯
ノ
又　
　

畑
澤
ト
ミ
子

初
御
空
産
土
の
森
高
く
あ
り

 

寺　

庭　
　

石
井　

テ
ツ

　

【　

川　

 

柳　

】

神
の
手
の
運
命
線
に
君
と
僕

 

新
畑
町　
　

荒
川　

一
滴

年
賀
詠
む
筆
の
先
か
ら
春
が
来
る

 

東
磯
ノ
目　
　

栁
原　
　

紅

い
い
事
の
あ
と
は
僅
か
な
酒
で
酔
い

 

畑　

町　
　

一
関　

北
柳

血
の
叫
び
届
か
ぬ
北
に
拉
致
の
子
ら

 

長　

町　
　

鍋
谷　

福
枝

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

19 KOHO GOJOME No.943 2013.2.1

「
は
す
か
い
の
お
っ
ち
ゃ
ん
と
こ
で

と
ん
か
ち
か
っ
て
き
て
」、
大
阪
に
来

て
最
初
に
遭
遇
し
た
と
て
つ
も
な
い

「
言
葉
」の
一
撃
に
出
会
っ
た
。
そ
し
て
、

十じ
ゅ
う
そ
う三
・
放は

な
て
ん出
・
喜き

れ

う

り

わ

り

連
瓜
破
・
蒲が

も

う生
等
の

難
解
で
摩
訶
不
思
議
な
「
地
名
」
だ
。

特
に
ガ
モ
ウ
と
は
東
北
出
の
純
粋
な
若

者
が
声
を
大
に
し
て
言
え
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
皮
肉
な
こ
と
に
バ

イ
ト
先
が
こ
の
地
域
で
、
絶
え
ず
口
に

す
る
羽
目
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
色
薄

黒
く
強
面
で
一
瞬
目
を
背
け
た
く
な
る

よ
う
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
溢
れ
た
「
精

悍
な
人
物
像
」
だ
。
し
か
し
、後
で
解
っ

た
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
大
阪
人
の
自
負

心
の
強
さ
か
ら
来
る
も
の
で
、
そ
れ
が

他
府
県
人
の
目
に
は
「
攻
撃
的
な
態
度
」

と
映
り
や
す
く
、
そ
の
結
果
「
大
阪
人

は
こ
わ
い
」
と
感
じ
る
の
で
あ
る
と
。

そ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
な
が
ら
、
郷
里

を
離
れ
て
50
余
年
、
今
で
も
過
酷
な
ま

で
強
烈
な
印
象
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

冒
頭
の
会
話
は
「
斜
め
向
か
い
の
お
や

じ
さ
ん
の
家
か
ら
金
づ
ち
を
借
り
て
来

て
」
と
言
う
こ
と
だ
が
「
お
っ
ち
ゃ
ん
」

は
何
と
な
く
解
る
が
、
あ
と
は
「
☆
★

○
●
？
」「
豚
カ
ツ
買
っ
て
来
て
」
と

解
釈
し
「
金
も
渡
し
て
く
れ
な
い
で
」

と
疑
問
符
が
…
…
。
当
時
、こ
れ
を
「
散

髪
や
の
大
将
（
主
人
）」
に
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
相
手
の
立
場
を

考
慮
」
し
て
い
る
言
葉
で
、
そ
れ
が
対

人
関
係
を
や
わ
ら
げ
る
丁
寧
語
で
あ

り
、「
貸
し
て
も
ら
っ
て
き
て
」
と
来

る
ら
し
く
、
時
間
と
共
に
「
か
っ
て
き

て
」
に
変
化
し
た
「
大
阪
独
特
の
簡
略

話
法
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
他
に
も
理

解
し
難
い
こ
と
が
あ
り
悩
ん
だ
時
が
あ

る
。「
♪
勉
強
し
ま
っ
せ　

引
越
し
の

サ
カ
イ
」
と
い
う
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
が
あ
っ
て
、

関
西
以
外
で
は
「
荷
物
の
出
し
入
れ
等

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
す
る
」
と
想
像
す

る
は
ず
だ
。
し
か
し
、こ
れ
は「
値
引
き
」

「
サ
ー
ビ
ス
」
す
る
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
い
る
の
だ
。
さ
す
が
商
魂
の
街

と
感
心
し
た
。

大
阪
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
派
手
だ
、

と
巷
間
い
わ
れ
る
が
、
現
に
大
阪
の
街

を
歩
く
と
や
は
り
派
手
、
と
い
う
表
現

が
ピ
ッ
タ
リ
く
る
。
化
粧
も
濃
い
し
、

ゼ
ブ
ラ
や
豹
な
ど
の
ア
ニ
マ
ル
柄
や
大

き
な
幾
何
学
模
様
が
入
っ
た
主
張
の
強

い
ガ
ラ
物
を
よ
く
見
か
け
る
。
と
に
か

く
芸
人
気
取
り
で
「
目
だ
っ
て
ナ
ン
ボ
」

の
精
神
だ
か
ら
、
街
に
わ
ん
さ
と
出
没

す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。
こ
の
異
国

大
阪
へ
直
行
便
で
入
国
し
た
若
者
と
し

て
「
言
葉
」「
地
名
」「
文
化
」
に
翻
弄

さ
れ
苦
労
も
し
た
が
50
年
も
経
て
ば
、

今
で
は
立
派
な
関
西
人
な
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
言
葉
、
文
化
等
も

普
通
に
受
け
る
事
が
出
来
、
何
事
に
も

驚
か
な
い
。

今
、
大
阪
の
街
は
都
市
魅
力
創
造
の

一
環
で
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
、
う
め
き
た
、
心

斎
橋
、
通
天
閣
等
、
新
た
な
賑
わ
い
拠

点
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
集

客
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
経
済
高
揚
に

誘
導
す
る
政
策
で
あ
る
。
従
来
思
考
の

ま
ま
だ
と
マ
ン
ネ
リ
化
で
人
が
集
ま
ら

ず
、
こ
れ
が
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
と
な
り
廃

れ
る
。
近
畿
五
城
目
会
の
ワ
ラ
シ
た
ち

も
、
こ
の
異
国
ゾ
ー
ン
で
数
十
年
経
ち
、

「
目
新
し
い
も
の
」「
人
の
先
を
ゆ
く
」

な
ど
、
進
取
の
気
質
に
溢
れ
た
昨
今
、

総
会
等
の
会
場
も
「
目
新
し
い
場
所
」

へ
と
選
定
し
、
そ
の
周
辺
を
散
策
が
て

ら
会
場
へ
と
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
、

「
そ
ん
な
先
」
を
提
供
す
る
こ
と
で
相

乗
効
果
と
な
り
、
更
な
る
増
加
に
繋
が

ら
な
い
か
と
考
え
た
り
す
る
。

　
　
　

異
国
ゾ
ー
ン
大
阪

　

近
畿
五
城
目
会
顧
問　

飯　

田　

充　

宏（
五
一
中
６
期
卒
・
築
地
町
出
身
）

近
畿
五
城
目
会



　 　聴講生　　　　 7,400円
※ 詳細は上記問い合わせ先、または秋
田県立大学HP（http://www.akita-
pu.ac.jp/）をご覧ください。

自宅がキャンパス
放送大学４月生を募集中

　放送大学では、平成25年度第１学期
（４月入学）の学生を募集しています。
　放送大学は、テレビ放送やインター
ネットなどを利用して授業を行う通信
制の大学で、心理学・福祉・経済・歴
史・文学・自然科学など、幅広い分野
を学べます。▲

出願期間　２月28日㈭まで
※ 資料請求は無料です。詳細は上記問
い合わせ先、または放送大学HP
（http://www.ouj.ac.jp/）まで。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・12月13日　3万円　□□□□さん
　畑　町　（亡き父　□□さん）
・12月17日　3万円　□□□□□さん
　落　合　（亡き父　□□さん）
・12月27日　3万円　□□□□さん
　岡本１区（亡き母　□□□さん）
・12月28日　3万円　□□□□さん
　築地町　（亡き父　□□さん）
・ 1月 9日　3万円　□□□さん
　昭辰町　（亡き姉　□□□□□さん）
・ 1月10日　5万円　□□□□さん
　脇　乙　（亡き母　□□さん）
・ 1月15日　5万円　□□□□さん
　大川１区（亡き父　□□□さん）

国道7号線大川　☎875－3550・4317

湖東商事

あなたの愛車の洗車屋さん ポリマーで差がつく

国道7号線大川

湖東商事一度、体感して

ください！！ 湖東商事

あなたの愛車の洗車屋さん

湖東商事一度、体感して一度、体感して一度、体感して

すご腕の洗車マシン導入！

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
県雇用労働政策課（☎860・2335）▼  サイズと料金　たて 4.5㎝×よこ 18.0㎝ ･･･12,000円

　　　　　　　　たて 4.5㎝×よこ 9.0㎝ ･･･ 6,000円
　　　　　　　　たて 4.5㎝×よこ 6.0㎝ ･･･ 3,600円

▼  締 め 切 り　発行日の１か月前まで
※ 随時受け付けしております。広告の内容やスペースによっては、
掲載できない場合があります。詳しくはお問い合わせください。
※お申し込み・お問い合わせは
　役場まちづくり課（☎852・5342）まで

広告掲載募集中！広報「ごじょうめ」へ
広告を掲載しませんか？

問い合わせ先：放送大学
秋田学習センター（☎831・1997）

２月の放映スケジュール

▼チャンネル　秋田朝日放送（AAB）

▼日時（時間は目安です）

五城目町ふるさとCM
「パレード　～朝市へ行こう～」（CM大賞2012最優秀賞受賞作品）

1日㈮　 5：22
4日㈪　13：20
5日㈫　10：35
6日㈬　 5：22
 10：35
7日㈭　10：35
8日㈮　 4：52
11日㈪　10：30
12日㈫　15：50
13日㈬　15：50
14日㈭　10：00

15日㈮　10：30
18日㈪　15：50
19日㈫　 4：52
20日㈬　 5：22
21日㈭　 5：22
22日㈮　10：00
25日㈪　10：35
26日㈫　10：30
27日㈬　10：35
28日㈭　10：35

ぜひ
ご覧ください！

交通事故相談所をご存知ですか？　相談は無料です！

　交通事故は誰にとっても突然で、どうしたらよいのか戸惑います。
　交通事故相談所では、被害者や加害者が抱えるさまざまな問題に、
専門相談員や顧問弁護士が中立公平な立場で、解決に向けてアドバイ
スをしています。どなたでもお気軽にご相談ください。

交通事故に関する相談・お問い合わせは

県交通事故相談所（アトリオン7階）　☎836・7804

冬道はスピードを控えめに
車間距離は十分に

平成24年飲酒運転等追放競争結果　23位（全県25市町村）
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いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」in　五城館

　エレキギターの伴奏に合わせ、思い
出の歌を大合唱しませんか。▲

日　時　２月24日㈰　午後２時～
（受付：午後１時30分～）▲

会　場　五城館▲

参加料　 1,000円（ケーキとコーヒー
または紅茶のセット付き）▲

曲目例　 「花の首飾り」「花は咲く」
　　　　　「百万本のバラ」など
※ お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先まで。

環境と文化のむらイベント
自然観察会と体験教室

▲

開催日とイベント
　２月17日㈰　 大潟村の渡り鳥を観察

しよう▲

時　間　午前９時～正午▲

会　場　大潟村
（生態系公園駐車場集合）▲

参加費　100円（保険料）
※ お申し込み・お問い合わせは上記問
い合わせ先、または環境と文化のむ
らHP（http://www.kankyou-
bunka.jp/）まで。

国民年金基金に加入して
年金を増やしませんか？

　老齢基礎年金に上乗せして受けられ
る国民年金基金制度は、自営業などの
皆さんがゆとりをもって、老後を安心
して過ごしていただけるよう設けられ
た公的な年金制度です。
　税制上の特典も多く、60歳から支給
開始の「つなぎ年金」もあります。ぜ

ひ加入をご検討してみてはいかがで
しょうか。
※ 詳細は、秋田県国民年金基金ホーム
ページ（http://www.akita-kikin.
or.jp/）をご覧ください。

農作業用機械の軽油引取税が
免除されます

　農業経営者が農作業用機械に使用す
る軽油を購入するとき、県から免税証
を受けて販売店に提出すると、軽油引
取税が免除されます。▲

免税額　１リットルあたり32.1円▲

交付申請受付
　・開始日　２月４日㈪
　・場　所　 県総合県税事務所課税第

二課（秋田地方総合庁舎１
階）

※ すでに購入した軽油分の免税証は交
付できません。

消費者の皆さんへ
食材の放射性物質検査ができます

　県では、食品の安全・安心の確保に
向け、消費者が持ち込む一般食品の放
射性物質検査を行っています。▲

検査場所　秋田県生活センター
（アトリオン７階・秋田市）▲

検査対象　 一般食品（野菜、肉、魚
などの食材）

　　　　　　※ 詳しくはお問い合わせ
ください。▲

検査数　１日６検体程度
※ 検査は無料で予約制です。事前に電
話でお申し込みください。（平日の午
前８時30分～午後５時15分）

㈳秋田被害者支援センター
ボランティア支援員を募集

▲

募集人数　約10人▲

応募資格
　・ 20歳～65歳の心身ともに健康な
方

　・ 専門研修（約100時間）を受講後、
支援活動ができる方▲

募集期間　２月28日㈭まで
※ 応募方法などの詳細は、同センター
HP（http://www.avs.or.jp/）また
は上記問い合わせ先まで。

第2回福祉の就職総合フェア

▲

期　日　２月６日㈬▲

会　場　秋田ビューホテル（秋田市）▲

内　容
　・福祉のしごとセミナー
　　　午前10時30分～正午
　　　（定員50人、要予約）
　・就職面談会
　　　午後１時30分～午後４時30分
　　　（履歴書不要、入退場自由）
※ どちらも参加は無料です。詳細は上
記問い合わせ先、または県社会福祉
協議会HP（http://www.akitaken
　 shakyo.or.jp/）をご覧ください。

秋田県立大学の
科目等履修生・聴講生を募集

▲

募集期間　２月15日㈮まで▲

費　　用
　1．入学検定料　　 9,800円
　2．入学料　　　　28,200円
　3．単位当たり授業料
　 　科目等履修生　14,800円

問い合わせ先：㈳秋田被害者支援センター
事務局（☎893・5935）

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）
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問い合わせ先
五城館（☎852・5300）

問い合わせ先
秋田県生活センター（☎836・7806）

問い合わせ先
県総合県税事務所（☎860・3341）

問い合わせ先：秋田県国民年金基金
（80120・65・4192）

問い合わせ先
県福祉保健人材・研修センター（☎864・2880）

問い合わせ先
秋田キャンパス　　　（☎872・1500）
本荘キャンパス（☎0184・27・2000）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2013年 ３月ごみ収集日程表

平成24年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　小玉　実穂さん）

祖先が守ったこの自然　みんなで残そう　未来へと

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

6日・20日 （水）（全町）

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

12日・16日・19日
13日・16日・23日
27日・30日

9日（土）

23日（土）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

8日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

22日（金）

なまえ

なまえ

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
３
月
20
日
㈬
春
分
の
日
は
、可
燃
ご
み
の
収

集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
の
冷
蔵

庫
、家
庭
用
冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、洗
濯

機
、衣
類
乾
燥
機
の
収
集
は
、家
電
製
品
取
扱

店
ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受

付
け
ま
す
。（
8
０
１
２
０
・
５
３
７
９
１
５
）

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
が
資
源
と
な
る
た
め
に
は
最
初
が
肝
心
で

す
。
家
庭
か
ら
ご
み
を
出
す
際
は
、
混
ぜ
て
は
い

け
な
い
も
の
や
異
物
を
取
り
除
き
、
き
ち
ん
と
分

別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

1　

 

可
燃
ご
み
の
中
に
金
属
製
品
や
ス
プ
レ
ー
缶
な

ど
が
混
入
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
焼
却

施
設
の
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

2　

 

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

使
い
切
っ
て
穴
を
開
け
、「
不
燃
ご
み
金
属
類
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

3　

 

空
き
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を

は
ず
し
、
中
を
軽
く
水
洗
い
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

4　

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
キ
ャ
ッ
プ
は
「
可
燃
ご

み
」、
金
属
製
の
キ
ャ
ッ
プ
は
「
不
燃
ご
み
金

属
類
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

5　

 

缶
切
り
を
必
要
と
し
な
い
缶
詰
は
、
ふ
た
を
は

ず
し
て
中
を
軽
く
水
洗
い
し
、
缶
は
「
資
源
ご

み
空
き
カ
ン
類
」、ふ
た
は「
不
燃
ご
み
金
属
類
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

6　

 

缶
切
り
で
開
け
る
缶
詰
は
、
缶
に
ふ
た
が
付
い

た
ま
ま
の
場
合
は
ま
と
め
て
「
資
源
ご
み
空
き

カ
ン
類
」
と
し
て
、
缶
と
ふ
た
が
別
々
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
5
の
よ
う
に
分
け
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

ご
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民

生
活
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
。

ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

し
っ
か
り
覚
え
て

き
れ
い
な
町
に！



日 月 火 水 木 金 土

2月1日

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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31

21

13 14

７ ８

22

15

20
○建国記念の日

23

９５

10 12

４

19○ 食育の日　19○ 子育てサロン（ケアセン
ター五城目・10：00～）
○ 五小授業参観、PTA全
体会・学年学級懇談
（13：30～）
○ 大川小学校新入学児童
保護者説明会

（15：00～）
○ 青壮年スポーツ教室
（広域五城目体育館・

19：00～）

11

17

３

24 25 26

30 ２
○ 五城目幼稚園豆
まき会（9：45～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

27 28 3月1日

○ 大川小「渾身の
一枚」絵画展（五
城館・9：00～・
12日まで）

○ 消防消舎巡回点
検（全町・

9：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 朝市健康相談室
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 五城目幼稚園新
入園児健康診断
（13：00～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 高松宮杯東北高
等学校選抜レス
リング大会（広
域五城目体育
館・9：00～・10
日まで）

○ 冬の朝市「あっ
たか鍋まつり」
（朝市通り・

9：00～）
○ 五城目地区公民
館ミニ雪まつり
（朝市特設会場・

9：30～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 人権・困りごとな
んでも相談室（朝
市ふれあい館・

15：00～）
○ 五城目小学校新
入学児童保護者
説明会
（15：00～）

○ 朝市健康相談室
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 五城目町長選挙
投開票日

○ 五一中PTA全体
会・学年学級PTA
（14：40～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 第3回心の健康
づくりセミナー
（五城館・

13：30～）

○ 全町囲碁・将棋
大会（町民セン
ター・9：00～）
○ 町婦人会研修会
（町民センター・

10：00～）

○ 朝市健康相談室
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 五城目幼稚園ひ
な祭り会

（9：45～）
○ 五一中同窓会入
会式（13：15～）

○ 五城目幼稚園新
入園児体験入園

（9：45～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.203

おくやみ申し上げます

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成24年12月末現在）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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□　□　□　□ちゃん 12月22日 □　・　□　□ 町　　村
□　□　□　□ちゃん 12月26日 □　□　・　□ 北　北　口
□　□　□　□ちゃん 12月27日 □□・□□□ 一　番　町
□□□　□　□ちゃん 12月29日 □□・□□□ 築　地　町

おたんじょうおめでとうございます

「 お姉ちゃんと仲良く
　元気に育ってネ♥」
　　　パパ、ママより

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

広
報

平
成
2
5
年
2
月
１
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）N
o.9
4
3
　編
集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792
　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
0
1
8（
8
5
2
）5
3
4
2
　6
0
1
8（
8
5
2
）3
1
5
1
　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

▼
昨
年
の
11
月
号
か
ら
開
始
し

た
、広
報
ご
じ
ょ
う
め
の
新
企
画
、

「
ご
じ
ょ
う
め　
も
の
づ
く
り
」

（
12
・
13
㌻
に
掲
載
）
町
内
の

製
造
業
に
携
わ
る
企
業
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
商
工
振
興
係
・
企
業
誘
致

係
と
の
連
携
で
取
材
・
編
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
４
社
で

は
、
い
ず
れ
も
全
国
、
あ
る
い

は
海
外
規
模
で
の
競
争
を
見
据

え
た
商
品
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

努
力
や
こ
だ
わ
り
、
そ
し
て
将

来
展
望
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な

場
所
に
あ
り
な
が
ら
、
実
は
あ

ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
、

全
国
に
誇
れ
る
五
城
目
の
「
も

の
づ
く
り
」。
今
後
も
取
材
を

と
お
し
、
皆
さ
ん
へし
っ
か
り
と

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

勝

□　□　□　□さん 76歳 12月 1日 杉　　沢
□　□　□□□さん 92歳 12月 2日 下　山　内
□　□　□□□さん 90歳 12月 3日 紀久栄町
□　□　□□□さん 82歳 12月 5日 中　　村
□　□　□□□さん 93歳 12月 9日 岡本１区
□　□　□　□さん 84歳 12月12日 新　　町
□　□　□□□さん 87歳 12月12日 東磯ノ目
□　□　□　□さん 80歳 12月16日 築　地　町
□　□　□□□さん 84歳 12月18日 高　　崎
□　□　□　□さん 88歳 12月18日 門　　前
□□□　□　□さん 96歳 12月20日 平　ノ　下
□　□　□　□さん 85歳 12月22日 合　　地
□　□　□□□さん 84歳 12月24日 上　山　内
□　□　□　□さん 75歳 12月26日 紀久栄町
□　□　□□□さん 65歳 12月27日 大川１区
□　□　□　□さん 85歳 12月28日 新　　町
□　□　□□□さん 92歳 12月29日 下　山　内
□□□　□　□さん 73歳 12月31日 上　田　町
□　□　□□□さん 93歳 12月31日 昭　辰　町

   前月比 昨年比
人　口 10,637 （－15） （－185）
（男） 4,937 （－07） （－090）
（女） 5,700 （－08） （－095）
世　帯 4,184 （±00） （＋006）


